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増加させた場合を考えると， t = 0からホール電荷が2次元電子系の端にたまり始める。このホー
ル電荷によるホール電場は，初めのうちは多端に集中した非一様分布そもつ。ところが，定営状
態に達すると，エントロゼ一生成率が最小となるように電荷が再配置し，一様なホール電場にな
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